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木材の組織と材質，あて材

■研究概要
　「樹木はどのように自身の形（樹形）を維持しながら巨大化しているのか」とい
うテーマについて、細胞形態の計測といった木材組織学の視点から研究しています。
また、上記テーマの理解につながる関連研究として、豪雪地域でみられる「根元曲
り」についても研究対象としています。

巨大化メカニズムの理解から
みえる樹木の力学的支持機能
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■どのような共同研究・連携に結びつけられるか？
・木材利用の高付加価値化
・林地残材の新規用途の開拓


